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本稿は、北海道宗谷地方の小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校における性教育の実施状況
に関する調査結果の分析と、それらを踏まえた性教育の今後の課題について考察することを目的とす
る。当地方の学校では、小学校１校を除くすべての学校で教科または教科外の領域において性教育が
実施されていた。課題は全体計画の作成や校内委員会の設置、指導内容の系統性、指導時数の確保、
教員の研修及び保護者、専門家との連携などである。性教育の「目標」(1) を達成するためには、今
日の社会状況や児童生徒の生活・意識の変化、医学や社会疫学等の最新の知見を踏まえ、専門家や保
護者と連携しながら児童生徒の発達段階に応じた指導計画を作成し、実践・評価・改善していくこと
が重要である。
なお、本調査は筆者が主宰する「宗谷思春期教育ネットワーク」(2) 結成５周年記念事業の一環と
して実施したものであり後述した３氏との共同研究である。
性教育実施状況調査
「性の学力」形成
性教育指導計画
性をめぐる様々な問題が指摘されている今日、「自立と共生を柱とした『性の学力』」(3) を育成す
ることは、児童生徒の生き方や他者（社会）とのかかわりにおいて、また、我が国社会の将来の問題
として極めて重要である。そのために、学校における性教育の現状と課題を把握し、その目標や計画、
内容、指導方法等の改善を図ることが必要である。
本調査は、以上の見地から実施しその結果について考察したものである。
１．調査目的 学校における性教育の実施状況を調査研究することにより、性教育の現状と課題を明
らかし、性教育の改善・充実に資する。
２．調査内容 各学校における性教育の取組状況（設問数16）
３．調査対象 宗谷管内の小学校（47校）、中学校（27校）、高等学校（８校）、特別支援学校１校（小
中併置校は校種別に調査）
４．調査方法 あらかじめ示した調査項目に回答。校種別は記入。校名は無記名。
５．調査内容 北海道及び全国の実施状況と比較するため、一部を文部科学省調査 (4) と同内容にし
た。（設問２、７、９、10、11、12、15）
６．調査期間 2010年10月18日から2010年11月20日まで（回答期限2010.11.20）
７．記入責任者 当該学校における性教育推進の責任者または校長が指定した者。
８．その他 北海道及び全国の調査結果は、文科省調査による。
１．回収率 小学校34校（72.3％）、中学校22校（81.5％）、高校６校（75.0％）、特別支援学校１校
（100.0％）
２．記入者 小学校 校長３校（8.8％）、教頭４校（11.8％）、教諭７校（20.6％）、養護教諭18校
（52.9％）、未記入２校（5.9％）
中学校 教頭６校（27.3％）、教諭４校（18.2％）、養護教諭12校（54.5％）
高校 教頭１校（16.7％）、教諭３校（50.0％）、養護教諭２校（33.3％）
特別支援学校 小学部、中学部、高等部とも教頭１校
３．調査結果の数値等
小・中・高については、設問15を除き回答校数に対する該当回答校数の割合を％で表した。（小
数第２位を四捨五入したため合計が100％にならない項目がある。）特別支援学校については、対
象校が１校のため該当欄に○を記入した。
４．調査結果の主な概要
「性教育の実施率」は、小学校95.9％、中学校87.9％、高校77.8％であった。
「教科以外に性教育を実施している時数」は、小学校2.4時間、中学校が2.8時間、高校1.6時間
であった。
「年間指導計画」を有している学校は、小学校93.9％（北海道63.1％、全国72.7％）、中学校
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
63.6
9.1
9.1
18.2
0.0
○ア 作成済
イ 作成中
ウ 検討中
エ 未作成
オ その他
45.5 16.7
13.6 0.0
9.1 16.7
22.7 66.7
9.1 0.0
注１ 中学校のオ、その他は「性教育推進計画」作成
○ ○
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
93.9
3.0
0.0
3.0
0.0
○ア 作成済
イ 作成中
ウ 検討中
エ 未作成
オ その他
72.7 33.3
9.1 0.0
4.5 33.3
13.6 33.3
○ ○0.0 0.0
注１ 年間指導計画「有」北海道小学校63.1％（全国72.7％）北海道中学校36.3％（全国53.8％）
注２ 特別支援学校中学部のオ、「その他」は「他の学習に組み込み一緒に計画」。高等部のオ、「その他」
は「学年（学級毎）に日常生活の年間指導計画に含めて作成」
81.8％（北海道36.3％、全国53.8％）、高校33.3％であった。
「性教育の指導内容や教材について検討する委員会」を設置している学校は、小学校11.8％（北
海道18.6％、全国30.8％）、中学校31.8％（北海道15.7％、全国32.4％）であった。高校は回答
のあった全ての学校で未設置だった。
「性教育の内容や教材について」、保護者に学校便り等を通して知らせているという学校は、小
学校70.6％、中学校68.2％であった。（小・中の全国平均は73.7％）高校では各種だよりの他に
シラバスで知らせている学校があった。
「性教育に関する悩みや課題」では、打ち合わせや研修、授業等の時間確保の困難性、指導内容
の見直し、校種間や保護者・専門家との連携の必要性などが挙げられていた。
【設問１】 全体計画の作成 (数字は％)
【考察】
・全体計画は、学校の教育目標や各領域の教育活動との関連において重要な意義をもつものであり、
教育課程への位置付けを明確にするためにも作成される必要がある。
【設問２】年間指導計画の作成（数字は％）
【考察】
・小・中学校における指導計画の作成は、全道・全国を大きく上回っている。
・「実際の指導や実態調査が優先され計画作成が後回しにされている」実態がある。(5)
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部）
93.5
93.8
97.0
97.0
○
○
○
－
ア １年
イ ２年
ウ ３年
エ ４年
90.9 83.3
86.4 100.0
86.4 50.0
－ －
注１ 小学校で全学年とも未実施と回答した学校は１校
注２ 中・高とも一部未実施の学年があるが、いずれも３年間の中で実施している。
注３ 特別支援学校小学部４年生は在籍児童なし
○ ○
○
○
オ ５年 97.0 － － ○
カ ６年 97.0 － － ○
キ 未実施 3.0 0.0 － －
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
57.6
6.1
9.1
0.0
ア 保健体育
イ 家庭科
ウ 理科
エ 社会科
77.3 100.0
18.2 50.0
13.6 16.7
9.1 0.0
注１ 小学校のク、「その他」は「生活科」
注２ 中学校のク、「その他」は「技術科」
注３ 高校のク、「その他」は「行事」
注４ 特別支援学校小学部のク、「その他」は「生活科」。中・高等部は「日常生活の指導」
オ 学級・ 78.8 40.9 0.0
カ 総合 12.1 13.6 33.3
キ 道徳 42.4 45.5 －
ク その他 3.0 4.5 16.7 ○ － －
・年間指導計画をもとに学期や月毎、単元毎の指導計画及び単位時間当たりの指導案を作成すること
が必要である。
【設問３】性教育を実施している学年（数字は％）
【考察】
・性教育の実施率は大変高く、児童生徒はいずれかの学年で必ず性教育を受けている。
【設問４】性教育を実施している教科等（数字は％、複数回答可）
【考察】
・教科では保健、教科外では特別活動（学級・ 活動）が多い。
・小・中学校では道徳で扱うことも多いが、道徳性の涵養と保健的な知識・技能の習得の両面をバラ
ンスよく指導していく必要がある。
・「総合的な学習の時間」の削減に伴い、配当時数等の再検討が必要である。
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
75.8
9.1
36.4
ア 学級・
イ 総合
ウ 道徳
54.5 0.0
13.6 16.7
36.4 －
注１ 中学校のエ、「その他」は「なし」4.5％
注２ 高校のエ、「その他」は「行事」１校、「保健室からの啓もう」１校
注３ 特別支援学校小・中・高等部のエ、「その他」は「日常生活の指導」
エ その他 0.0 4.5 33.3 ○ ○ ○
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
2.4
2.3
2.3
2.4
ア １年
イ ２年
ウ ３年
エ ４年
2.5 1.8
2.6 1.3
3.4 1.25
－ －
注１ 小学校１年の実施時数の範囲は０～３時間、２年は１～３、３年は２～３、４年は１～４時間、５
年は１～６時間、６年は１～５時間
注２ 中学校１年は１～３時間、２・３年は１～４時間、実施時数０が１校、なお、１年12時間、２年９
時間、３年11時間という学校が１校あったが、特別な事例と判断し平均時数の算出から除外した。
注３ 高校１年の実施時数は１～３時間、２年は０～４時間、３年は０～２時間
注４ 特別支援学校小学部・高等部は、「必要に応じ適宜行っている」
3
－ －
オ ５年 2.5 － － － －
カ ６年 2.4 － － － －
【設問５】教科以外に性教育を行っている領域（数字は％、複数回答可）
【考察】
・現在は、新学習指導要領の完全実施に向けた移行期間中であり、数値は試行的なものとしておさえ
ておく必要がある。
【設問６】教科以外に性教育を実施している時数（数字は平均時間数）
【考察】
・各学期１回の実施が目安になっているのではないかと推測される。
・指導時数が少ないことから、性教育の４つの側面（体の発育・発達に関すること、心理的な発達に
関すること、人間関係に関すること、社会的な面に関すること）(6) の組み合わせや適切な題材の
取り上げ方などについての検討が必要である。
小 中 高 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
15.0
30.0
20.0
10.0
25.0
○
ア 活発に活動
イ やや不十分
ウ あまり活動していな
い
エ ほとんど活動してい
ない
オ その他
9.1 0.0
40.9 50.0
9.1 0.0
4.5 50.0
0.0 0.0
注１ 中学校のウの理由として養護教諭の未配置をあげた学校が１校、無回答が８校
注２ 高校は２校のみ回答
○ ○
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
11.8
2.9
38.2
41.2
5.9
○ア 設置済
イ 検討中
ウ 未設置
エ 校務分掌
オ その他
31.8 0.0
13.6 0.0
27.3 66.7
18.2 33.3
9.1 0.0
注１ 校内委員会「設置済み」北海道小学校18.6％（全国30.8％）
北海道中学校15.7％（全国32.4％）
注２ 小学校のエ、「校務分掌」は、教務２校、指導部８校、保体部１校、研修部２校、オ、「その他」は
「養護教諭と学級担任が話し合って進めている」１校、「学年ブロック」１校
注３ 中学校のエ、「校務分掌」は、教務１校、生徒指導部３校、オ、「その他」は、各学年部会１校、「養
護教諭と学級担任が話し合って進めている」が１校
注４ 高校のエ、「校務分掌」は、保健体育部１校、生徒指導部１校
○
○
【設問７】性教育の指導内容や教材等について検討する委員会の設置（数字は％）
【考察】
・小学校では、教員数の少ない学校が多く、設置する校務分掌と委員会の数が限定せれてしまい、そ
のことが全道・全国より低い要因のひとつになっているのではないか。
・中学校は、ほぼ全国並みの数値となっているが、保健担当を含めた生徒指導部体制が長く踏襲され
てきているからではないかと考えられる。
・高校は教科担任制が徹底しており、保健体育科など教科部会の対応が多くなっている。
【設問８】委員会の活動状況（数字は％）
【考察】
・委員会開催等の時間がなかなか取れない中で、アとイを合わせて約半数の学校が委員会活動を肯定
的にとらえている。
小 中 高 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
48.5
15.2
27.3
ア 学校で決定
イ 学年で決定
ウ 各教諭任せ
36.4 16.7
54.5 0.0
22.7 66.7
注１ 「学校または学年全体で決定」、北海道小学校66.3％（全国64.9％）
北海道中学校42.3％（全国56.6％）、「各教諭に任せている」、北海道小学校33.7％（全国35.1％）、
北海道中学校57.7％（全国43.4％）
注２ 小学校のエ、「その他」は、「担任と養護教諭で検討」、「小中ブロックで検討」、「養護教諭の提案を
生徒指導部等で をもらって全体で進めている」、「養護教諭が提案するが、中味については各担
任に任せている」
注３ 中学校のエ、「その他」は、「小中ブロックで検討」
注４ 高校のエ、「その他」は、「各教科で年度初めに打ち合わせをしている」
注５ 特別支援学校小学部のエ、「その他」は、「学部単位で決定している」
○ ○
エ その他 21.2 4.5 16.7 ○
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小、中、高)
0.0
78.8
48.5
○
ア 保護者会で説明
イ 学校・学年・学級だ
よりで知らせている
ウ 授業参観を実施
4.5 0.0
63.6 33.3
13.6 16.7
注１ ア 北海道小学校16.3％（全国21.1％） 北海道中学校 7.9％（全国 8.1％）
イ 北海道小学校44.3％（全国59.6％） 北海道中学校76.6％（全国80.1％）
ウ 北海道小学校24.7％（全国 9.4％） 北海道中学校 8.1％（全国 9.4％）
エ 北海道小学校 2.8％（全国 5.1％） 北海道中学校 2.2％（全国 7.3％）
オ 北海道小学校16.7％（全国10.1％） 北海道中学校50.8％（全国33.1％）
注２ 小学校のエ、その他は「学年茶話会（一部の学年で実施）」、「保健だより」、「性教育向けだより」
注３ 中学校のエ、「その他」は、「保健だより」
注４ 高校のエ、「その他」は、「シラバスで知らせている」
注５ 特別支援学校小・高等部のエ、「その他」は、「必要に応じて個別懇談時に説明」
エ その他 12.1 4.5 16.7 ○ ○
オ 知らせていない 9.1 31.8 50.0 ○
【設問９】性教育の指導内容や教材等の取扱いについて（数字は％、複数回答可）
【考察】
・全道・全国との比較では、学校または学年で決定しているという割合が多い。
・小・高の「各教諭任せ」は、小学校では学級担任制、高校では教科担任制の特徴が出ているのでは
ないか。中学校でイが多いのは、普段から学年部会中心の指導が多いことの反映ではないかと考え
られる。
【設問10】性教育の内容や教材についての保護者への説明（数字は％、複数回答可）
【考察】
・当地方の学校では、全道・全国に比べて「授業参観を実施している」割合が多い。
・授業後の児童生徒のアンケートや感想文を保護者に見せるなど「開かれた性教育」の実施に向け努
小学校 中学校 高校 特別支援学校（小、中、高)
21.2
90.1
84.8
36.4
○
○
ア 文科省や教育委員会
作成の資料
イ 市販の本やビデオ
ウ 自作教材
エ TV・インターネット
22.7 50.0
77.3 33.3
77.3 0.0
40.9 16.7
注１ ア 北海道小学校24.2％（全国43.2％） 北海道中学校14.4％（全国37.3％）
イ 北海道小学校65.8％（全国73.0％） 北海道中学校44.3％（全国59.3％）
ウ 北海道小学校47.3％（全国52.2％） 北海道中学校22.3％（全国26.0％）
エ 文科省調査にはこの質問項目がない
オ 北海道小学校 3.1％（全国 8.0％） 北海道中学校 3.5％（全国 9.0％）
カ 北海道小学校15.4％（全国 7.5％） 北海道中学校38.7％（全国18.4％）
注２ 中学校のオ、「その他」は「 － 」(7)
注３ 高校のオ、「その他」は「 教育プロジェクトスライド教材」(8)
○
○
○
オ その他 0.0 4.5 16.7
カ 教科書のみ 0.0 0.0 16.7
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
12.1
6.1
81.8 ○
ア 実施済
イ 検討中
ウ 未実施
18.2 50.0
18.2 0.0
63.6 33.3
注１ 文科省調査「外部講師による授業、講演会や研修会の有無
「有」北海道小学校 6.1％（全国13.1％） 北海道中学校19.4％（全国37.8％）
「無」北海道小学校93.9％（全国86.9％） 北海道中学校80.6％（全国62.2％）
注２ 高校のエ、「その他」は、「防犯教室」
○ ○
エ その他 0.0 0.0 16.7
力している学校が多い。
【設問11】教科書以外の教材・教具の使用（数字は％、複数回答可）
【考察】
・文部科学省や教育委員会作成の資料や市販の資料の他に、「自作教材」使用の割合が非常に多く、
当地方の教員の熱心さや工夫・努力の成果等を推察することができる。
・インターネット資料の利用については真偽のほどや発信者の意図の確かめが必要である。
【設問12】生徒対象の外部講師による性教育の授業や講演会等の実施状況（数字は％）
【考察】
・各学校では、産婦人科医や助産師、保健師等を講師とした授業や講話が行われているが、いずれも
多忙、少人数で講師確保が難しい。
・「宗谷思春期教育ネットワーク」(2) では、学校の要請に応じ、会員の学校派遣や外部講師との連絡
調整などに積極的に取り組んでいる。
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
6.5
6.5
83.9
○ア 実施済
イ 検討中
ウ 未実施
0.0 16.7
13.6 0.0
81.8 83.3
注１ 小学校のエ、「その他」は、「町教委が主催」。小学校、無回答２校
注２ 中学校、無回答１校
○ ○
エ その他 3.2 4.5 0.0
小学校 中学校 高 校 特別支援学校（小学部、中学部、高等部)
0.0
96.9 ○
ア あった
イ なかった
4.5 0.0
95.5 100.0
注１ 小学校、無回答２校
○ ○
ウ その他 3.1 0.0 0.0
小 中 高 特別支援（小、中、高)
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
ア 発達段階を踏まえて
いない
イ 学習指導要領に示さ
れていない内容を教
えている
ウ 一部の教員の考えに
沿った指導をしてい
る
エ 保護者への説明がな
い
オ その他
0 0
0 0
0 0
0 0
0 01 0
注１ 全国的な状況は次の通りである。（文科省調査結果）
ア 北海道小学校２校（全国 91校） 北海道中学校０校（全国18校）
イ 北海道小学校１校（全国 8校） 北海道中学校０校（全国 5校）
ウ 北海道小学校２校（全国 5校） 北海道中学校０校（全国 1校）
0
0
0
0
0
0
0
0
【設問13】教員を対象とした外部講師による性教育研修会の実施状況（数字は％）
【考察】
・研修時間や講師の確保が大変困難であるが、教育委員会や研究会等の協力も得て研修機会を増やし
ていく必要がある。
【設問14】性教育に関する保護者からの苦情や問い合わせの状況（数字は％）
【考察】
・授業参観や学校便り等での周知など、性教育の狙いや内容が保護者に見えるような具体的取り組み
を行う必要がある。保護者、専門家とともに性教育を作っていくという姿勢が重要である。
【設問15】保護者からの苦情や問い合わせの内容（数字は学校数、複数回答）
エ 北海道小学校１校（全国 25校） 北海道中学校０校（全国 2校）
オ 北海道小学校10校（全国303校） 北海道中学校１校（全国62校）
注２ なお、苦情や問い合わせがあったときの学校の対応は次の通り。（文科省調査結果）
ア 「指摘のあった指導内容や教材を見直した」北海道小学校１校（全国57校）
北海道中学校０校（全国11校）
イ 「保護者に説明し、理解を得た」北海道小学校11校（全国266校）北海道中学校０校（全国11校）
ウ 「その他」北海道小学校２校（全国84校） 北海道中学校０校（全国18校）
エ 「特段の対応は行わなかった」北海道小学校０校（全国19校）北海道中学校１校（全国６校）
【考察】
・寄せられた苦情や問い合わせに対しては、誠意をもって対応することが重要である。
【設問16】性教育に関する悩みや問題点、課題等（自由記述）
《小学校》
・現在、進めている性教育は、各分掌と連携をとり行っている。推進者が代わったときも継続して取
り組んでいけるようにしていくことが課題。
・複式なのでＡ年度、Ｂ年度で行っているが、下学年では難しい内容になってしまうことがある。
・繰り返し教えていかないとなかなか定着しない。
・内容（教え方）がマンネリ化し発展がない
・かなり以前に作られた指導計画なので、今の社会環境や子どもの実態に合わせた見直しが必要。
・実際に授業することの多い担任の先生の研修が不十分で、中身が深まらない。
・年間計画の見直し（他教科との関連）、教科での扱い方、学担と担当者の打ち合わせ方。
・授業と同じで教師の理解度により大きな違いが出ていることが気になる。
・教務に理解があり保健週間を設けて貰った。
・年間指導計画の通り進めているが、一年を通して大変忙しいので、授業をするのがやっとという状
況で、性教育について深めあったり、研修したりということができない。
・子どもを取り巻く状況が日々変化していく中で、指導内容が適当なのか、もっと必要なことはない
のかなど、毎年毎年考えていかなければと思うが、あまり研修の機会もなく、本や雑誌を頼りに進
めている。
・性の学習で学んだことが定着しているか、学習の効果があったのかを把握できていない。（感想は
書いてもらったりするが、行動面で変化はあるのかなど）
・１学期は７月、２学期は12月、３学期は２月に実施予定で進めている。事前に予告しても準備等が
大変で思うように進められない。
・実施計画や年間計画は昨年度から作成し、今年度実施している。内容によっては、専門機関との連
携が必要だが、今年度は養護教諭が または で入って授業している。
・学校で作成する計画・内容が発達段階にあっているものなのか考えることがある。
・課題は内容の見直しと精選。
・教材の交流（貸し借りができるなど）の方法を知りたい。
・養護教諭の配置がなく、２学級３定員で職員数が少なく、研修が深まらない。
・担任の意識によって指導に差が出る。大事だと思っていれば、事前に相談したり、使用する教材に
ついて話し合うなどもできるが、実施する当日に「何かないか？」と言ってくる人もいる。
・次年度に向けて指導計画の見直しをしているが、学級活動の時間を性教育に取られたくないと考え
ている人がいる。
・全体で研修をする時間をとることが難しい。
・極小規模であり養護教諭もいない。資料は古いもので、スライドのものが２冊あるだけ。全体計画
及び指導計画もない。
・年間指導計画が整備され、主に学級活動の中で指導している。来年度の新学習指導要領の実施にあ
たり、全体計画、年間指導計画、授業内容と方法等についての見直しと研修が必要である。
・指導内容等、養護教諭が作成して担任と相談して進めているが、打ち合わせの時間をゆっくり取れ
なかったり、内容についての学習などももっと研修しなければならないと強く感じる。
《中学校》
・指導者側の意識や子どもとの関係により、深まった授業になるかどうか分かれる。指導者の研修、
学級づくりなどが必要。
・養護教諭が代わったり、構成メンバーが代わると、計画があっても停滞傾向になってしまう。（マ
ンネリ化）
・教材、資料作成の負担。
・学校が忙しいので性教育だけに力を注げない。
・小中連携、授業内容の充実。
・必要性は十分に感じていながらも忙しく話し合う時間すらない。
・中学校教師側の性教育に関する抵抗感を感じる。
・課題解決には外部講師による授業や講演会といった教師側の研修が必要。
・助産師さんのご協力により性教育の授業を実施できたが、多忙な助産師さんが毎年かかわってくれ
るかどうか。学校としては継続することを願っているが難しさも抱えている。
・性教育にかかわってくれる助産師さんや保健師さんがもっと増えてくれると、こうした課題も少し
クリアできるのかなと考えている。
・時数が多くとれない。
・計画はあるものの各学年に任せているため、計画通りには進んでいないこともある。
・授業は実施しているが、全体計画が作成されていないので作らなければと思っているがなかなか進
まない。ただ、授業は学年部会で検討し、全体の中で反省等も出されているので、それをもとに継
続していっているのでよい。
・予算面、地域面で外部講師を呼べないのが悩みです。
・学校全体の計画がなく、どの分掌が作成するのかも検討されておらず、学年部会任せになっている。
養護教諭である自分がどこまで関わってよいか二の足を踏んでいる。
・中学校は委員会等の会議の設定がむずかしいと感じていて、推進委員会を作るのにためらいがある。
《高校》
・段階を追った指導体制の整備が課題。
・全体計画や指導計画の作成について、何をどう計画すればいいかよく分からない。
・小・中学校において、どこまでの性教育がされているかわからない。
・避妊をしないことに対する危機感や意識が薄いように感じる。
《特別支援学校》
・実施はしているが内容の系統性が課題である。
・指導内容のようなものを障がいのレベルごとに作成したことがあるが機能していない。
・イニシアチブをとって推進できる指導者がいない。
【考察】
・最低限、性被害の防止や避妊等についての知識や考え方、行動の仕方等を定着させたいが、こうし
た学習効果の評価をどうするか。
・性教育についての教職員の共通理解と指導者の意欲・能力の向上が重要である。
・性教育に関する教員間の打ち合わせや研修、授業等の時間の確保が大変困難である。
・養護教諭の未配置校や少人数教員校などにおける研修をどう進めるか、課題である。
・指導内容について、現在の児童生徒の実態や発達段階、社会状況、指導内容の系統性等を視点とし
た見直し・精選が求められている。
・小・中・高校間における指導内容や教材等についての交流・連携が必要である。
・産婦人科医や助産師・保健師等専門家や保護者との連携・協力が必要である。
現在、我が国においては、大人社会における性の商品化や暴力化が進行し、児童生徒に深刻な影響
を与えている。さらには、インターネットや携帯電話の普及等により多くの誤った性情報が氾濫して
おり、児童生徒の性に対する意識や価値観を歪めている。
こうした中で、児童生徒が被害者及び加害者になる性にかかわる事件や問題が頻出しており、若年
者の性感染症や人工妊娠中絶、売買春なども依然として大きな問題になっている。また、「性をめぐ
る意識や行動の個人差が極めて大きい」(9) のも最近の特徴である。
高校生の性行動等についてみると、高校に勤務する養護教諭の９割近くが、「自校の生徒に性的リ
スク・心配を感じている」と言い、その理由として「性行動に許容的な感覚がある」、「人間関係の軽
さ」、「自尊・自己肯定感が低い」、「周りの性情報に影響されやすい」、「居場所なく孤独・寂しさがあ
る」、「性に関する知識が乏しい」、「将来設計力や夢の乏しさ」、「自分の意思を主張できない」ことな
どをあげている。(10)
こうした状況の下で、学校では児童生徒の実態や発達段階に応じ、学習指導要領や各教育委員会の
方針等に基づき、他の教育活動との関連を図りながら、学校の教育目標の具現化を目指して性教育を
実施している。
しかし、性教育の必要性に対する教職員間の共通理解や研修機会、性教育推進者の配置や指導時間
の不十分さなど多くの問題を抱えており、例えば、教科と教科外の指導内容を関連させ系統性を持た
せた指導計画の作成や展開が出来得ないでいる現状もある。
文部科学省は、「児童生徒の性に関する現状と課題」として、 情報化の進展と性行動等の個人差、
十代の性感染症、 性に関する情報源と問題行動、 教員研修の必要性をあげている。また、「性
に関する問題行動や性的被害の防止とその対応」として、 未然防止と早期対応、 養護教諭と他の
教職員との連携、 組織体制の確立、 地域ぐるみの援助、 性的被害者の心身のケアの重要性を指
摘している。(11)
これらも踏まえながら、本調査で明らかになった性教育の課題を列挙する。
主に指導計画に関する課題
児童生徒の性に関する意識や行動について実態調査を行うこと。現在進めている自校の性教育の成
果と問題点を洗い出し、各教科と教科外の指導内容の関連性と系統性を明らかにすること。新学習指
導要領にある性教育の実施に関する事項の理解に努めること。医学や社会疫学等の最新の知見に学ぶ
こと。こうしたことを踏まえ、性教育の全体計画を作成し、教育課程への位置付けを明確にするとと
もに、実践的で有効的な指導計画を作成すること。必要な授業時数を確保すること。多様なセクシュ
アリティについての学習を性教育の重要課題として捉え教育すること。薬物物乱用防止や自殺予防を
含む心身の健康教育やメディア・リテラシー教育及びキャリア教育など、生命と人権を尊重し、望ま
しい行動の仕方や生き方を学ぶ教育と結んだ視野の広い性教育を展開すること。計画・実施・評価・
改善という評価サイクルを重視すること。
主に指導体制に関する課題
推進委員会の設置または、校務分掌における性教育担当者の明確化など、校内における推進組織や
推進者をはっきりさせ、全校的な連絡調整や対外的な折衝などを担う校内コーディネート体制を確立
すること。教職員間の共通理解を図り、学校全体で取り組むこと。医療や保健分野の専門家との連携
を強め科学的知見に基づく指導を行うこと。校種間において、それぞれの指導内容の交流や引き継ぎ
を行い、つながりと系統性のある性教育をすすめること。保護者や地域に開かれた性教育を実施し、
保護者との意識のずれを埋めながら家庭ぐるみ、地域ぐるみの指導を展開すること。児童生徒への指
導に当たっては、学校教育全体で進める性教育と単位時間に行う授業の双方の改善に努めること。授
業改善では、とくに「性教育の目標・授業のねらい、主題設定の理由の具体化・明確化、学習内容の
構造化、学習指導法の工夫・改善」(12) 等を重視すること。性の問題については一人ひとりに対応す
ることが重要なことから学校・学年・学級という集団指導にとどまらず児童生徒の内面や家庭環境改
善への働きかけを含めた「個別指導」(13) を重視すること。
主に研修に関する課題
行政研修や校内研修、サークル・研究会における研修及び自己研修などを効果的に組み合わせ、実
効ある研修計画を作成し実践すること。研修時間や講師の確保に努めること。隣接学校や隣接市町村、
異校種教員との共同研修など研修対象や体制を工夫すること。研修旅費の増額や講師派遣、研修会の
開催など、行政による研修機会の充実を図ること。
養護教諭と助産師が共同して実践した性教育について授業を受けた中学生は、次のように感想を述
べている。
○人間の命は、奇跡があったからこそ、今生きているんだなと思った。自分の命は一つだけなので、
これからも自分の命を大切に生きていきたい。（中２男）
○今日の性教育を勉強してみて、すごくためになりました。特に射精の速さが２秒で12キロと聞いて
驚きました。そして、最後はＸ染色体とＹ染色体で競争する場面があったのですが、ここまで生き
延びることができた自分は「すごいなー」と思いました。その後、赤ちゃんを抱いてみて、軽くも
なく、重くもなく、そして温かかったです。命はこれからも続くものなので、大切にしていきたい
です。（中１男）
○知らないことがわかって良かったです。助産師さんやお母さんが大変なんだなーと思いました。い
のちが生まれて、お母さんやお父さんが笑顔になってすごいし、助産師さんの仕事はとてもやりが
いがありそうだなと思いました。私も助産師になりたいです。（中２女）
生徒たちは、自分が生まれてきたことが奇跡的だということを理解し、そのいのちを大切にしよう
と思っている。また、本物の胎盤をみて、言葉で表現できないくらいのすごさを感じ、どの生徒も目
を輝かせて触れていた。授業のまとめとして、地域のお母さん方の協力を得て赤ちゃんを抱かせても
らったが、みんなとてもいい表情で抱いていた。(14)
また、次世代の親でもある大学生にその将来を聞いたところ、約83％の大学生が、「結婚し、子ど
もを持ち、親になりたい」と答えている。(15)
まさに、性教育は単なる健康教育にとどまるものではない。それは一人ひとりの児童生徒が実感を
持って人間尊重・生命尊重を認識する教育であり、行動の仕方や生き方について学ぶ教育であり、人
と人とが共生することの大切さを体験する教育である。さらには、結婚・出産・育児など人類社会存
続の鍵を握る重要な教育である。
こうした性教育の目標は、 生命や身体、性の健康に関する知識を高め自己の肯定と自他を大切に
する力を育てる。 人間尊重と人権に基づく対等平等な人間関係を築く力を育てる。 現在および将
来の生活において性にかかわる諸問題に適切に対処する力を育てることである。(16)
性暴力の問題や障がい児・者の性、マイノリティの性など、性に関する今日的課題を含め、児童生
徒の希望に満ちた未来を切り拓く豊かで確かな「性の学力」形成 (3) にともに努力していきたい。
本調査では、北海道宗谷地方の学校における性教育の取り組みの一端を明らかにできたと考える。
調査にご協力いただいた北海道宗谷地方の小・中・高及び特別支援学校に対し心から感謝する。さら
に、設問内容についてご助言いただいた稚内市立富磯小学校教頭、船木優氏をはじめ、指導計画を提
供していただいた稚内市立増幌小中学校及び北海道礼文高校に深く感謝する。
今後、性教育の目標や内容、具体的な指導計画、指導の方法、教材等の工夫、配当時数、評価のあ
り方など、性教育の中身に関する調査・研究が活発に行われることを期待する。
校種 学年 １ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期
１
大切な体（ ） 赤ちゃん誕生（ ） 嬉しいタッチ・嫌なタッチ
（ ）
２
清潔な体（ ） 女の子・男の子（ ） 僕の誕生日・私の誕生日
（ ）
３ 命のはじまり（ ） 胎児の成長と出産（ ） 大切な私の心と体（ ）
４
大人になるからだと心
（１）（ ）
命のつながり（ ） 家族のつながり（ ）
５
大人になるからだと心
（２）（ ）
ふれあいの性交（ ） エイズについて（ ）
６
自分らしさ（ ） テレビマンガとのつきあい
（ ）
友情・恋愛（ ）
小
学
校
中
学
校
１ 思春期の体の変化（ ） ふれあい・性交（ ） 生命誕生（ ）
２ 性の商品化（ ） 性被害（ ） 交際を考える（ ）
３ 性感染症（ ） 避妊（ ） ―
・性教育４つの側面 (6) 体の発育・発達に関すること、 心理的な発達に関すること、 人間関
係に関すること、 社会的な面に関すること
○ 北海道礼文高等学校
領 域 １ 年 生 ２ 年 生 ３ 年 生
保健
指導 Ｈ Ｒ
性に関する意識調査
ライフプランを立てる
性に関する意識調査
ライフスキルを身につける
行 事 講話学習「性犯罪から身を守る」～出合い系サイトから発生する性犯罪・性被害
総合 総 合 講話学習「性行動の選択と性情報への対処」（演習「断るスキルを身につける」）
保 健
社 会
家 庭
生 物
感染症とその予防〔保〕
エイズとその予防〔保〕
青年期と自己実現〔社〕
男女の平等〔社〕
性意識と性行動の選択〔保〕
結婚生活と健康〔保〕
妊娠・出産と健康〔保〕
家族生活と人工妊娠中絶
〔保〕
自分らしい生き方〔家〕
家族について〔家〕
動物の生殖と発生〔生〕
性と遺伝〔生〕
自律神経とホルモン〔生〕
○〔保〕保健、〔社〕現代社会、〔家〕家庭、〔生〕生物
関
連
教
科
葛西 薫 北海道稚内高等学校養護教諭
川越 さおり 稚内市立増幌小学校教諭
本間 智恵子 稚内市立宗谷中学校養護教諭
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